
令和２年度 古賀市男女共同参画計画実施状況報告書（令和元年度事業分）      

 

審議委員からの質問 

 

 基本目標 基本方針 NO 担当課 質問内容 

 Ⅰ 1 ５ 生涯学習推進課 コスモス市民講座「スマホを使いこなし、古賀を写そう」 

男女共同参画と関係があるのか、疑問に思う。 

回答 性別に関係なく、情報を読み解く力をつけ、情報過多・情報高度化の時代に対応できる人を育てるツールとして、今回は、身近な自身

の課題（スマートフォンの操作）を取り上げ実施した。受講生同士、性別に関わらず男女がともに学び合う姿がありました。 

また、講座の中でその趣旨を反映させるべく講師とは話をしているが、今後は、参加した人の意識改革と行動の変容につながるようさ

らに工夫を加え、目標の達成に努めたい。 

2019 年度以降、受講申込書、受講アンケート、いずれも性別記入欄を外したため、正確な男女比を集計していません。 

（ 職員の肌感覚でよろしければ、全体を押しなべて、男５：女５くらい。 ） 

 

 Ⅱ １ １２ 

 

総務課 

予防健診課 

文化課 

審議会等委員の女性の登用状況をみると、女性委員０人委員会がある。 

０人の理由と女性委員の登用に向けての計画が知りたい。 

関係機関名称 

・古賀市情報公開・個人情報保護審査会 

・古賀市予防接種健康被害調査委員会 

・谷山北地区遺跡群文化財調査指導委員会 

回答 （総務課） 

古賀市情報公開・個人情報保護審査会は、市民等からの審査請求により開催する会になり、かなり専門的な知識が必要なため、行政学

が専門の大学教授、准教授や弁護士に委員の委嘱を行っているところです。大学教授、准教授については行政学専門の女性教授、准教
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授を見つけることができていないこと、弁護士については、福岡県弁護士会からの推薦に基づいて委嘱していますので、結果的に女性

０人ということになっております。対策としては、行政学専門の女性教授、准教授の発掘、福岡県弁護士会への女性弁護士推薦の依頼

をかけること等を考えています。 

 

（予防健診課） 

（修正後） 

古賀市予防接種健康被害調査委員会の委員は、古賀市予防接種健康被害調査委員会設置条例で規定しています。委員は、市長の他、粕

屋医師会長、粕屋保健所長、粕屋医師会の推薦する医師 2 人の 5 人で組織することとしており、粕屋医師会の推薦する医師については、

予防接種に携わる医師が推薦されています。推薦される医師は、粕屋管内の開業されている先生となりますが、女性の開業医が少ない

状況もあるため、女性の推薦を強く求めることは、女性だけに過重に負担がかかることにもつながることが想定されます。 

しかしながら、古賀市としては、女性の医師の推薦について粕屋医師会に要望していきたいと思います。 

 

（文化課）谷山北地区遺跡群文化財調査指導委員会 

谷山北地区遺跡群文化財調査指導委員会は、谷山北地区遺跡群調査事業（遺跡そして遺物の調査、及び遺物の修復・保存等）に関して

総合的かつ専門的な指導及び助言を得ることを目的として設置したもので、谷山北地区遺跡群の調査事業が終了した段階で解散する委

員会です。当該事業は、古墳時代に属する馬具や武具等を専門とする研究者等からなっており、現時点では該当する女性教授がいない

ため、すぐに女性委員を登用することは難しいと考えます。今後の調査の進展等により、新たな特別の事項について調査研究を行う必

要があるときは、女性教授等、人材の確保に努めることとしたいと考えます。 

 

 Ⅱ １ １５ まちづくり推進課 

（コミュニティ推進課） 

自治会長に女性が少ない理由と今後、増やしていく計画が知りたい。 

回答 自治会長の選出については、各自治会の規約に基づく方法により行われており、結果的に現在のような構成比になっています。 

また、自治会は任意の団体であり、市は団体を指導・監督する立場ではありませんが、日頃から活動推進のための支援は行っています



ので、今後も、機会を捉え女性参画の必要性を伝えていきます。 

 Ⅱ １ １６ 人権センター 

（コミュニティ推進課） 

女性が少ない理由と今後、増やしていく計画が知りたい。 

回答 主な出資団体等に、男女比を確認しております。 

市は団体等に指導・監督する立場ではありませんが、今後も機会を捉え男女共同参画の必要性を伝えていきます。 

 

 Ⅱ ２ １９ 商工政策課 ８/8 実施の「音楽で学ぶ人権・部落問題研修」は男女共同参画ではなく、人権のこ

とではないか。 

回答 ご指摘の通りでございます。 

例年テーマを変えて研修をしており、来年度以降「男女共同参画」についての研修の実施を検討していきます。 

 Ⅱ ３ ２７ 生涯学習推進課 コスモス市民講座参加者の男女比が知りたい。 

回答 2019 年度以降、受講申込書、受講アンケート、いずれも性別記入欄を外したため、正確な男女比を集計していません。 

（ 職員の肌感覚でよろしければ、男２：女８くらい。 ） 

 Ⅱ ３ ２８ 介護支援課 相談件数１，２０３件の男女比が知りたい。 

回答 １，２０３件の内訳 男性 ６３８件、女性 ５６５件 

 Ⅱ ３ ３０ 福祉課 まちづくり出前講座の男女比が知りたい。 

回答 〇まちづくり出前講座「防災力アップだ！」の実施（2回） 

 開催日：①11月15日、②11月30日 

  内 容：避難行動要支援者制度等について 

  参加者：①さくらネット（古賀市訪問看護連絡協議会）（52人） 

      ②町川原２区成人学級（19人） 

出前講座の報告は参加人数のみで男女比は把握していないが、実施した状況をふりかえると 

①約７割が女性（３６人） ②約６割が女性（１１人） であったのではないかと思われます。 



 

 Ⅱ ４ ３２ 人権センター 

（コミュニティ推進課） 

どんなセミナーなのか。テーマもしくは内容が知りたい。 

回答 男女共同参画フォーラム２０１９の講演にて、講師よりジェンダーギャップ指数等の情報提供がありました。 

参考資料：ぴか☆イチ（令和元年度古賀市男女共同参画輝き Koga ネットたより総集編） 

 

 Ⅲ １ ３９ 生涯学習推進課 コスモス市民講座の男女比が知りたい。 

回答 2019 年度以降、受講申込書、受講アンケート、いずれも性別記入欄を外したため、正確な男女比を集計していません。 

（ 職員の肌感覚でよろしければ、全体を押しなべて、男４：女６くらい。 ） 

 Ⅲ １ ４０ 介護支援課 介護予防サポーター登録者数の男女比が知りたい。 

回答 ２３８人登録の内訳 男性 ５４人、女性１８４人 

 

 Ⅲ ２ ４３ 予防健診課 糖尿病予防教室参加者及び受診者結果説明会 

また、市民向けのゲートキーパー研修参加者の男女比が知りたい。 

回答 糖尿病予防教室参加者：27 人（男性 7 人、女性 20 人、男女比 1：3） 

健診受診者結果説明会：383 人（男性 157 人、女性 226 人、男女比 2：3） 

ゲートキーパー研修参加者：25 人（男性 3 人、女性 22 人、男女比 1：7） 

 

 Ⅲ ２ ４３ 学校教育課 「性の逸脱」が何を指しているのか。 

回答 わいせつ行為・のぞき・下着盗等、相手や自分を傷つけるような不適切な性的言動を指します。 

 

 


